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1.  平成24年10月期の連結業績（平成23年11月1日～平成24年10月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年10月期 13,680 4.8 1,020 △8.2 1,075 △7.3 495 △4.5
23年10月期 13,049 9.1 1,111 1.4 1,160 4.2 518 △0.6
（注）包括利益 24年10月期 676百万円 （3.2％） 23年10月期 654百万円 （8.1％）

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり
当期純利益

自己資本当期純利益
率

総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年10月期 67.62 ― 4.1 6.3 7.5
23年10月期 70.83 ― 4.4 7.0 8.5
（参考） 持分法投資損益 24年10月期  ―百万円 23年10月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年10月期 17,369 13,221 71.0 1,683.71
23年10月期 16,965 12,662 70.3 1,628.24
（参考） 自己資本   24年10月期  12,331百万円 23年10月期  11,925百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年10月期 829 25 △117 5,244
23年10月期 786 △343 △117 4,508

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年10月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00 117 22.6 1.0
24年10月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00 117 23.7 1.0
25年10月期(予想) ― 8.00 ― 8.00 16.00 21.7

3. 平成25年10月期の連結業績予想（平成24年11月 1日～平成25年10月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,900 5.0 510 25.1 530 19.3 225 7.4 30.72
通期 14,500 6.0 1,220 19.5 1,260 17.2 540 9.0 73.73



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定上の基礎となる株式数については、20ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 1社 （社名） 耐塗可精細化工（青島）有限公司 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 有
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年10月期 7,324,800 株 23年10月期 7,324,800 株
② 期末自己株式数 24年10月期 847 株 23年10月期 782 株
③ 期中平均株式数 24年10月期 7,323,974 株 23年10月期 7,324,018 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、連結財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析」をご覧くださ
い。 
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(1）経営成績に関する分析 

  当連結会計年度における世界経済は、欧州諸国の債務不安問題の深刻化やアジア新興国の成長が鈍化するなど、景

気の減速が強まり不透明な状況で推移いたしました。 

 わが国経済においては、東日本大震災からの復興需要等による企業の生産活動の回復に伴い景気は緩やかに持ち直

しの動きが見られたものの、世界経済の減速や円高の長期化等により予断を許さない状況で推移いたしました。 

 このような経済状況のもと、当社グループは顧客ニーズに即した環境対応型製品や高機能製品の開発に注力すると

ともに、新規顧客の獲得に向けた営業活動を積極的に展開いたしました。その結果、当連結会計年度における売上高

は13,680百万円（前年同期比4.8％増）となりました。 

 一方、利益面におきましては、経費削減に努めたものの、上半期まで高値水準で推移した原材料価格の影響による

利益減を補うには至らず、営業利益1,020百万円（前年同期比8.2％減）、経常利益1,075百万円（前年同期比7.3％

減）、当期純利益495百万円（前年同期比4.5％減）となりました。 

  

 セグメントの業績は次のとおりであります。  

  ① 塗料事業 

 金属用塗料分野では、自動車部品、鋼製家具、工作機械等の業界の需要が好調に推移したことや、環境対応型

塗料の拡販による新規取引の増加により、売上高は前年同期に比べ増加しました。木工建材用塗料分野では、ユ

ーザーにおける需要減や塗装レス製品の需要割合が増加した影響を受け、売上高は前年同期に比べ減少しまし

た。無機建材用塗料分野では、大手ユーザーの需要が堅調に推移したことにより、売上高は前年同期に比べ増加

しました。その他の分野では、樹脂素材分野においてスマートフォン向けの需要が好調であったことや、シンナ

ーにおいて積極的な営業活動を展開した結果、新規ユーザーの取引が増加し、売上高は前年同期に比べ大幅に増

加しました。 

 その結果、塗料事業における当連結会計年度の売上高は11,990百万円（前年同期比9.5％増）、セグメント利益

は1,315百万円（前年同期比2.8％増）となりました。 

  ② ファインケミカル事業 

 ＬＣＤ用微粒子及び化成品におけるシリコン系表面機能材料や光学材料向けの機能性コーティング材は、海外

メーカーの在庫調整の影響を受け、著しく需要が減少したため、売上高は前年同期に比べ大幅に減少しました。 

  その結果、ファインケミカル事業における当連結会計年度の売上高は1,468百万円（前年同期比23.7％減）、

セグメント利益は214百万円（前年同期比43.5％減）となりました。 

  ③ 産業廃棄物収集運搬・処分事業 

 産業廃棄物の収集運搬・処分におきましては、積極的な営業活動による新規ユーザーの獲得により、廃棄物の

取扱量が増加し、売上高は前年同期に比べ増加しました。 

 その結果、産業廃棄物収集運搬・処分事業における当連結会計年度の売上高は221百万円（前年同期比24.0％

増）、セグメント利益は38百万円（前年同期比2.8％増）となりました。 

  

 次期の見通し 

 今後の見通しにつきましては、欧州諸国の債務問題や新興国の景気減速懸念等、景気を下押しするリスクが存在

し、先行きは依然として不透明な状況が続くものと見込まれます。 

 このような状況のもと、当社グループは顧客ニーズに即した環境対応型製品や高機能製品の開発・拡販に引き続

き注力するとともに、業務全般の効率化や生産性の向上によるコスト削減に努めてまいります。また、国内、海外

拠点間の連携を強化し、中国を中心に海外市場での一層の販売拡大を進めてまいります。 

 次期の業績見通しは、売上高14,500百万円（前連結会計年度比6.0％増）、営業利益1,220百万円（前連結会計年

度比19.5％増）、経常利益1,260百万円（前連結会計年度比17.2％増）、当期純利益540百万円（前連結会計年度比

9.0％増）を見込んでおります。 

  

１．経営成績・財政状態に関する分析
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(2）財政状態に関する分析 

 ① 資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末における資産は、前連結会計年度末に比べ403百万円増加し、17,369百万円となりました。こ

れは主に、有価証券が99百万円、有形固定資産が324百万円減少したものの、現金及び預金が453百万円、受取手形

及び売掛金が94百万円、商品及び製品が106百万円、信託受益権が87百万円、無形固定資産が66百万円増加したこ

と等によるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ154百万円減少し、4,148百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛金

が72百万円、未払金が104百万円減少したこと等によるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ558百万円増加し、13,221百万円となりました。これは主に、当期純利益の

計上により利益剰余金が増加したこと等によるものであります。 

 ② キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計期間末より736百万円増

加し、当連結会計期間末には5,244百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、829百万円（前年同期は786百万円の収入）となりました。これは主に、税金

等調整前当期純利益1,074百万円、減価償却費526百万円による資金の増加と売上債権の増加90百万円、たな卸資

産の増加150百万円、仕入債務の減少75百万円、法人税等の税金の支払432百万円による資金の減少によるもので

あります。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は、25百万円（前年同期は343百万円の支出）となりました。これは主に資金運

用における定期預金の払戻、有価証券の償還・信託受益権の売却による収入4,157百万円による資金の増加と有

形固定資産の取得による支出267百万円、資金運用における定期預金の預入、有価証券、信託受益権及び投資有

価証券の取得による支出3,860百万円によるものであります。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は117百万円（前年同期は117百万円の支出）となりました。これは主に配当金の

支払117百万円によるものであります。 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移  

自己資本比率：自己資本／総資産  

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産  

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い  

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。  

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式総数をベースに計算しております。  

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。  

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてお

ります。  

  平成20年10月期 平成21年10月期 平成22年10月期 平成23年10月期 平成24年10月期

自己資本比率（％）  71.8  71.7  70.3  70.3  71.0

時価ベースの自己資本比率

（％） 
 26.3  23.6  25.7  25.0  22.3

キャッシュ・フロー対有利

子負債比率（％） 
 12.0  32.2  7.8  16.6  16.4

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍） 
 1,414  1,873  31,330  772  25,029
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、株主様への利益還元を経営の重要な政策と認識し、安定配当の継続を基本方針として、業績の推移などを

勘案して実施することとしております。 

 また、内部留保金につきましては、経営環境の変化に対応すべくコスト競争力を高め、市場ニーズに応える技術・

製造開発体制の強化、更にはグローバル戦略の展開を図るために有効に活用する所存であります。 

 当期の配当につきましては、当期の業績等を総合的に勘案した結果、上記方針に基づき、期末配当は１株当たり８

円とし、中間配当８円と合わせ年間配当額は１株当たり16円となる予定であります。なお、期末配当につきまして

は、平成25年１月29日開催予定の当社定時株主総会に付議する予定であります。 

 次期の配当につきましても、基本方針に基づき１株当たり年間配当16円（中間配当８円、期末配当８円）を予定し

ております。 

(4）事業等のリスク 

 当社グループの経営成績、財政状態及び株価等に影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがありま

す。 

① 需要業界の動向について 

 当社グループの製品は、金属、機械、電機、住宅を始め多分野の業界において生産財として使用されており、こ

れらの業界の需要が低迷した場合、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

② 製品・原材料価格について  

 当社グループの製品市場において需要の変化、競争の激化等の要因により、販売価格が下落した場合、当社グル

ープの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

 また、当社グループの製品の生産に使用する原材料には石化原料が多く、原油価格や為替の動向が大きく影響を

与えます。市況によって原材料価格が上昇した場合、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性

があります。 

 ③ 法的規制について 

 当社グループは消防法を始めとして環境六法（大気・水質・土壌・騒音・振動・悪臭）、毒物劇物取締法、廃掃

法（廃棄物の処理関係）、ＰＲＴＲ法、工場立地法、電気事業法、高圧ガス保安法、建築基準法、省エネ法、ＲＥ

ＡＣＨ規制、ＲＯＨＳ指令やグリーン調達対応等さまざまな法的規制の適用を受けております。これらの法規制を

遵守できなかった場合、事業活動が制限される可能性があるとともに、法規制を遵守するための費用が、当社グル

ープの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

④ 新製品開発について  

 当社グループは顧客や市場のニーズに対応した新製品・新技術の開発を行っておりますが、急激な技術の進歩、

代替製品の出現等により最適な時期に最適な新製品の提供ができなかった場合には、将来の成長と収益性を低下さ

せ、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

 ⑤ 製造物責任について 

 当社グループは、厳格な品質管理基準のもとに製品の製造を行っておりますが、製品に重大な欠陥が発生しない

という絶対の保証はありません。また、製造物責任賠償については保険に加入しておりますが、大規模な製造物責

任賠償やリコールにつながるような製品の欠陥は、多額の費用や当社グループの製品の信頼性や社会的評価に重大

な影響を与えることとなり、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

 ⑥ 海外事業について 

 当社グループは韓国、中国において事業活動を行っており、予期しない法律または規制の変更、為替レートの変

動、人材の採用と確保の難しさ、その他経済的、社会的及び政治的混乱等のリスクが内在しております。これらの

リスクが顕在化した場合、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

 ⑦ 大規模災害等について 

 当社グループの製造拠点等の主要施設については、大規模地震を想定した防災訓練及び定期的な災害防止活動や

設備点検を行っておりますが、これらの災害による影響を完全に防止または軽減できる保証はありません。また、

国内製造拠点は愛知県に集中しており、耐震対策を進めておりますが、大規模な東海地震等が発生した場合には、

甚大な損害を受け、生産活動の停止や製品供給の遅延、製造拠点の修復等により、当社グループの経営成績及び財

政状態に重大な影響を及ぼす可能性があります。 

⑧ 為替相場の変動について  

 当社グループは韓国に支店、中国に子会社を設置しており、外貨建ての売上、費用、資産、負債等の項目は、財

務諸表作成のために邦貨換算しております。したがって換算時の為替相場の変動により当社グループの経営成績及

び財政状態に影響を与える可能性があります。 
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(5）継続企業の前提に関する重要事象等 

 該当事項はありません。 

  

 当社グループは、ナトコ株式会社（当社）及び子会社３社、関連会社１社により構成されており、塗料及びファイン

ケミカル製品の製造・販売、産業廃棄物の収集運搬及び処分を主な事業としております。 

 当社グループの事業内容及び当社と子会社、関連会社の当該事業に係る位置付け並びにセグメント情報との関連は、

次のとおりであります。 
  
 【塗料事業】 

 合成樹脂塗料・シンナー等 … 当社及び耐涂可涂料化工（青島）有限公司で製造し、直接又は特約代理店を通

じて販売しております。また、巴興業㈱は一般シンナー類に加え、廃溶剤を精

製して再生シンナーを製造販売しております。 

塗料関連製品 … 当社で仕入、直接又は特約代理店を通じて販売しております。 

 【ファインケミカル事業】 

 高機能性樹脂・各種機能性微粒子等 … 当社及び耐涂可涂料化工（青島）有限公司で製造し、直接又は特約代

理店を通じて販売しております。 

 【産業廃棄物収集運搬・処分事業】 

 産業廃棄物 … 巴興業㈱が産業廃棄物の収集運搬及び処分をしております。 

  

 以上の事項を事業系統図によって示すと、次のとおりであります。 

 
（注）◎印は連結子会社 

※印は関連会社で持分法非適用会社 

 なお、連結子会社である耐涂可精細化工（青島）有限公司は2012年３月に設立し、2013年秋に操業開始予定で

あります。 

２．企業集団の状況
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(1）会社の経営の基本方針 

 当社グループは、「ユニークな発想で新しい価値を創造する」ことを基本理念に、絶えず独創的、革新的な研究と

技術力の向上に努め、付加価値の高い製品を開発し、これを事業基盤としてグローバルに展開を行ってまいります。

 事業活動にあたっては、お客様の満足度を第一とし、品質と機能において常に優れた製品、サービス、情報を提供

することに努め、事業収益、経営効率の向上を図ってまいります。また、環境保護・安全の確保にかかわる活動にも

積極的に取り組み、株主様並びに社会から評価される企業を目指します。 

(2）目標とする経営指標 

 当社グループは、独創的な高付加価値製品を開発し、生産性の向上を推進するなかで収益率を重視した経営を目指

し、売上高経常利益率15％以上を目標としております。 

(3）中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは基本方針に沿い、企業活動を展開してまいりますが、次の経営戦略に取り組むことにより経営基盤

の安定と市場の拡大に努めております。 

 ① 顧客ニーズの変化に敏感に対応できる営業力を強化し、顧客別戦略による提案型営業を強力に推進してまいり

ます。 

 ② 研究開発部門を強化し、顧客ニーズを先取りした新技術・新製品の開発に取り組んでまいります。 

③ 在外子会社の販売、製造、技術の充実を図り、中国市場の拡大を推進してまいります。 

④ 為替リスクを回避し、海外市場の拡大を図るために、製品の海外生産移管を推進してまいります。 

 ⑤ 生産体制の整備、工場の生産効率の向上や原材料の統廃合による原価低減の推進により、品質の向上及び徹底

したコスト削減に取り組んでまいります。 

 ⑥ 情報システムを積極的に活用することにより、業務の効率化と顧客サービスの向上に取り組んでまいります。 

 ⑦ 経営の監督・監視機能の強化と透明性の向上を図るため、内部統制システムを整備することによりコンプライ

アンスの充実を図り、信頼性の向上に努めてまいります。 

(4）会社の対処すべき課題 

当社グループは、顧客ニーズを先取りした技術・製品開発に取り組み、独自性と高付加価値で優位性を持つ製品を

安定かつ継続的に提供し、顧客との信頼関係を高め販売シェアの拡大と新用途への展開に取り組んでまいります。 

また、生産技術の向上、製造方法の改善、在庫の適正化と廃棄ロスの抑制等により一層のコスト削減に努め、収益

性の向上を図ってまいります。 

海外におきましては、耐涂可精細化工（青島）有限公司を早期に安定稼動させ、耐涂可涂料化工（青島）有限公司

と連携し、中国市場における営業・生産体制の強化を図ってまいります。 

一方、環境と調和のある成長を重点課題のひとつと位置付け、環境に負荷の少ない商品開発、環境リスクの少ない

生産方法を追求し、環境保全、快適な社会づくりに貢献してまいります。 

  

(5）その他、会社の経営上重要な事項 

 該当事項はありません。 

  

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,344,065 5,797,409

受取手形及び売掛金 4,356,549 4,450,849

有価証券 199,800 100,000

商品及び製品 744,554 850,678

仕掛品 39,225 31,176

原材料及び貯蔵品 328,324 382,974

繰延税金資産 120,450 119,387

信託受益権 403,809 490,835

その他 148,140 175,360

貸倒引当金 △4,296 △5,809

流動資産合計 11,680,622 12,392,861

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,114,108 1,987,633

機械装置及び運搬具（純額） 759,667 562,221

土地 1,713,470 1,713,470

その他（純額） 130,736 130,101

有形固定資産合計 4,717,982 4,393,426

無形固定資産 134,797 201,245

投資その他の資産   

投資有価証券 271,118 227,039

関係会社長期貸付金 140,800 107,200

繰延税金資産 9,896 9,676

その他 90,870 91,333

貸倒引当金 △80,213 △52,987

投資その他の資産合計 432,471 382,261

固定資産合計 5,285,250 4,976,934

資産合計 16,965,873 17,369,796
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,737,549 2,664,800

未払法人税等 206,589 199,994

賞与引当金 212,339 208,114

役員賞与引当金 29,950 31,100

未払金 395,470 291,158

その他 254,626 267,067

流動負債合計 3,836,524 3,662,235

固定負債   

繰延税金負債 32,087 33,561

退職給付引当金 79,424 72,697

役員退職慰労引当金 210,604 231,035

その他 144,283 149,142

固定負債合計 466,399 486,436

負債合計 4,302,923 4,148,671

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,626,340 1,626,340

資本剰余金 2,288,760 2,288,760

利益剰余金 8,007,621 8,385,702

自己株式 △2,537 △2,582

株主資本合計 11,920,184 12,298,219

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △1,537 26,555

為替換算調整勘定 6,646 6,628

その他の包括利益累計額合計 5,109 33,183

少数株主持分 737,655 889,720

純資産合計 12,662,949 13,221,124

負債純資産合計 16,965,873 17,369,796
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

売上高 13,049,077 13,680,484

売上原価 9,662,934 10,360,741

売上総利益 3,386,142 3,319,743

販売費及び一般管理費 2,274,873 2,299,137

営業利益 1,111,269 1,020,606

営業外収益   

受取利息 10,262 8,740

受取配当金 5,382 7,909

有価証券評価益 11,875 －

貸倒引当金戻入額 － 24,850

その他 34,420 23,663

営業外収益合計 61,940 65,164

営業外費用   

支払利息 1,019 33

売上割引 10,003 9,329

為替差損 803 1,170

その他 1,313 7

営業外費用合計 13,138 10,540

経常利益 1,160,071 1,075,229

特別利益   

固定資産売却益 690 4,555

貸倒引当金戻入額 16,726 －

投資有価証券売却益 － 1,575

特別利益合計 17,417 6,130

特別損失   

固定資産処分損 12,854 7,159

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,617 －

特別損失合計 28,472 7,159

税金等調整前当期純利益 1,149,016 1,074,200

法人税、住民税及び事業税 462,648 425,738

法人税等調整額 32,250 143

法人税等合計 494,898 425,881

少数株主損益調整前当期純利益 654,117 648,319

少数株主利益 135,337 153,055

当期純利益 518,780 495,264
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（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 654,117 648,319

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,352 27,702

為替換算調整勘定 2,988 △18

その他の包括利益合計 635 27,684

包括利益 654,752 676,003

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 519,501 523,338

少数株主に係る包括利益 135,251 152,665
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 1,626,340 1,626,340

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,626,340 1,626,340

資本剰余金   

当期首残高 2,288,760 2,288,760

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,288,760 2,288,760

利益剰余金   

当期首残高 7,606,025 8,007,621

当期変動額   

剰余金の配当 △117,184 △117,183

当期純利益 518,780 495,264

当期変動額合計 401,596 378,080

当期末残高 8,007,621 8,385,702

自己株式   

当期首残高 △2,537 △2,537

当期変動額   

自己株式の取得 － △44

当期変動額合計 － △44

当期末残高 △2,537 △2,582

株主資本合計   

当期首残高 11,518,588 11,920,184

当期変動額   

剰余金の配当 △117,184 △117,183

当期純利益 518,780 495,264

自己株式の取得 － △44

当期変動額合計 401,596 378,035

当期末残高 11,920,184 12,298,219
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 729 △1,537

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,266 28,092

当期変動額合計 △2,266 28,092

当期末残高 △1,537 26,555

為替換算調整勘定   

当期首残高 3,658 6,646

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2,988 △18

当期変動額合計 2,988 △18

当期末残高 6,646 6,628

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 4,388 5,109

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 721 28,074

当期変動額合計 721 28,074

当期末残高 5,109 33,183

少数株主持分   

当期首残高 602,404 737,655

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 135,251 152,065

当期変動額合計 135,251 152,065

当期末残高 737,655 889,720

純資産合計   

当期首残高 12,125,381 12,662,949

当期変動額   

剰余金の配当 △117,184 △117,183

当期純利益 518,780 495,264

自己株式の取得 － △44

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 135,972 180,139

当期変動額合計 537,568 558,174

当期末残高 12,662,949 13,221,124
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 1,149,016 1,074,200

減価償却費 531,910 526,496

貸倒引当金の増減額（△は減少） △21,565 △25,712

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,506 △6,727

受取利息及び受取配当金 △15,644 △16,650

支払利息 1,019 33

有価証券評価損益（△は益） △11,875 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △1,575

固定資産処分損益（△は益） 7,546 5,994

固定資産売却損益（△は益） △690 △4,466

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,617 －

為替差損益（△は益） △581 △8,883

売上債権の増減額（△は増加） △254,782 △90,851

たな卸資産の増減額（△は増加） △154,701 △150,014

仕入債務の増減額（△は減少） 359,014 △75,657

その他 △91,768 18,439

小計 1,508,006 1,244,624

利息及び配当金の受取額 15,097 16,822

利息の支払額 △1,019 △33

法人税等の支払額 △735,459 △432,112

営業活動によるキャッシュ・フロー 786,625 829,300

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,140,003 △1,058,008

定期預金の払戻による収入 967,000 1,341,003

有価証券の取得による支出 △699,499 △400,000

有価証券の償還による収入 998,475 499,600

信託受益権の取得による支出 △2,296,636 △2,402,259

信託受益権の売却による収入 2,194,111 2,316,863

有形固定資産の取得による支出 △348,445 △267,450

有形固定資産の売却による収入 2,173 5,548

無形固定資産の取得による支出 △46,982 △116,046

投資有価証券の取得による支出 △1,416 △1,486

投資有価証券の売却による収入 － 77,400

関係会社短期貸付金の貸付による支出 △73,000 △73,000

関係会社短期貸付金の回収による収入 73,000 73,000

関係会社長期貸付金の回収による収入 32,200 33,600

差入保証金の差入による支出 △648 △482

差入保証金の回収による収入 349 553

その他 △3,725 △3,725

投資活動によるキャッシュ・フロー △343,046 25,108
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年10月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △117,367 △117,292

自己株式の取得による支出 － △44

少数株主への配当金の支払額 － △600

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,367 △117,937

現金及び現金同等物に係る換算差額 △251 △132

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 325,960 736,338

現金及び現金同等物の期首残高 4,182,101 4,508,062

現金及び現金同等物の期末残高 4,508,062 5,244,400
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 該当事項はありません。 

  

１．連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社の数 ３社 

連結子会社名 耐涂可涂料化工（青島）有限公司 

耐涂可精細化工（青島）有限公司 

巴興業㈱ 

（連結の範囲の変更） 

耐涂可精細化工（青島）有限公司は、当連結会計年度において新たに設立したため、連結の

範囲に含めております。 

(2）非連結子会社 

該当事項はありません。 

２．持分法の適用に関する事項 

 持分法を適用していない関連会社名 

 ㈲豊川シーエムシー 

 持分法を適用しない理由 

 持分法非適用会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法

の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため持分法の適用

範囲から除外しております。 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

 連結子会社のうち耐涂可涂料化工（青島）有限公司及び耐涂可精細化工（青島）有限公司の決算日は12月31日で

あります。 

 連結財務諸表の作成については、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表を使用しております。 

４．会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

(イ)たな卸資産 

製品・半製品・原材料・仕掛品  

主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法に

より算定） 

貯蔵品  

最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定） 

(ロ)有価証券 

関連会社株式 

移動平均法による原価法 

その他有価証券 

時価のあるもの 

 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定） 

時価のないもの 

 移動平均法による原価法 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

(イ)有形固定資産 

主として定率法を採用しております。 

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）については、定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物    ３～50年 

機械装置及び運搬具  ２～17年  

(ロ)無形固定資産 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。 

(5）継続企業の前提に関する注記

(6）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

ナトコ㈱（4627）　平成24年10月期 決算短信

- 15 -



(3）重要な引当金の計上基準 

(イ)貸倒引当金 

 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

(ロ)賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。 

(ハ)役員賞与引当金 

 役員の賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。 

(ニ)退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計

上しております。 

過去勤務債務は、その発生時に一括費用処理しております。  

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（10年）による定率法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。 

(ホ)役員退職慰労引当金 

 役員の退職慰労金の支払に充てるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。 

(4）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準 

 外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。なお、在外子会社の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期

中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に計上しております。 

(5）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか

負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

(6）その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

 消費税等の会計処理 

 税抜方式によっております。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以降に取得した有形固定資産について、改正後の

法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

この変更に伴う営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益への影響額は軽微であります。  

  

（連結財務諸表に関する会計基準等） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日）及び「退職給付に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日）の公表 

（1）概要 

 本会計基準等は財務報告を改善する観点及び国際的な動向を踏まえ、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務

費用の処理方法、退職給付債務及び勤務費用の計算方法並びに開示の拡充を図っております。  

（2）適用予定 

 平成25年11月１日以降開始する連結会計年度の期首から適用予定  

（3）当会計基準等の適用による影響 

 連結財務諸表作成時において連結財務諸表に与える影響は、現在、評価中であります。  

  

（連結損益計算書） 

 前連結会計年度において、独立掲記しておりました営業外収益の「受取保険金」は、金額的重要性が乏しくなった

ため、当連結会計年度より営業外収益の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるた

め、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、営業外収益に表示していた「受取保険金」 千円は、

「その他」 千円として組み替えております。 

  

該当事項はありません。 

(7）会計方針の変更

(8）未適用の会計基準等

(9）表示方法の変更

6,815

34,420

(10）会計上の見積りの変更
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（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用）  

 当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24条 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24条 平成21年12月４日）を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の分配の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、取り扱う製品・サービス別に事業活動を展開しており、「塗料事業」「ファインケミカル事

業」及び「産業廃棄物収集運搬・処分事業」の３つを報告セグメントとしております。  

 「塗料事業」は、合成樹脂塗料・シンナー等の製造販売を行っております。「ファインケミカル事業」は、高

機能性樹脂・各種機能性微粒子等の製造販売を行っております。「産業廃棄物収集運搬・処分事業」は、廃溶剤

の収集運搬・処分を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。  

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日） 

（注）１．セグメント利益の調整額584,233千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、報告セグメントに帰属しない本社の管理部門における一般管理費であります。 

２．セグメント資産の調整額、その他の項目の減価償却費の調整額、有形固定資産及び無形固定資産の増加額

の調整額は、全社資産に係るものであります。 

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。    

  

(11）追加情報

(12）連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

調整額 
（注） 

連結財務諸表
計上額 
（注） 塗料事業 

ファインケミ
カル事業 

産業廃棄物収
集運搬・処分

事業 
計 

売上高   

外部顧客への売上高  10,946,152  1,923,879  179,045  13,049,077  －  13,049,077

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  － ( ) －  －

計  10,946,152  1,923,879  179,045  13,049,077 ( ) －  13,049,077

セグメント利益  1,279,017  379,263  37,222  1,695,503  (584,233)  1,111,269

セグメント資産  8,399,092  1,689,486  94,400  10,182,980  6,782,893  16,965,873

その他の項目   

減価償却費  352,008  102,924  3,947  458,880  73,030  531,910

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
 347,895  19,373  －  367,268  42,503  409,772
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当連結会計年度（自 平成23年11月１日 至 平成24年10月31日） 

（注）１．セグメント利益の調整額547,000千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、報告セグメントに帰属しない本社の管理部門における一般管理費であります。 

２．セグメント資産の調整額、その他の項目の減価償却費の調整額、有形固定資産及び無形固定資産の増加額

の調整額は、全社資産に係るものであります。 

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

前連結会計年度（自平成22年11月１日 至平成23年10月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

  セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。   

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

  当連結会計年度（自平成22年11月１日 至平成23年10月31日）における、本邦の売上高は、全セグメント

の売上高の合計に占める割合が90％超であるため、地域ごとの情報の売上高の記載を省略しております。  

  

(2）有形固定資産 

  当連結会計年度（自平成22年11月１日 至平成23年10月31日）における、本邦の有形固定資産は、全セグ

メントの有形固定資産の合計に占める割合が90％超であるため、地域ごとの情報の有形固定資産の記載を省

略しております。    

  

３．主要な顧客ごとの情報                           （単位:千円） 

     

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

調整額 
（注） 

連結財務諸表
計上額 
（注） 塗料事業 

ファインケミ
カル事業 

産業廃棄物収
集運搬・処分

事業 
計 

売上高   

外部顧客への売上高  11,990,158  1,468,336  221,990  13,680,484  －  13,680,484

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  － ( ) －  －

計  11,990,158  1,468,336  221,990  13,680,484 ( ) －  13,680,484

セグメント利益  1,315,086  214,239  38,280  1,567,606  (547,000)  1,020,606

セグメント資産  8,883,565  1,369,634  116,804  10,370,004  6,999,782  17,369,786

その他の項目   

減価償却費  347,750  98,679  11,013  457,443  69,052  526,496

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
 223,953  8,230  17,394  249,578  13,806  263,385

ｂ．関連情報

 顧客の名称又は氏名 売上高  関連するセグメント情報  

ニチハ㈱   2,499,423 塗料事業 
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当連結会計年度（自平成23年11月１日 至平成24年10月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

  セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。   

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高                                 （単位:千円） 

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

  

(2）有形固定資産 

  当連結会計年度（自平成23年11月１日 至平成24年10月31日）における、本邦の有形固定資産は、全セグ

メントの有形固定資産の合計に占める割合が90％超であるため、地域ごとの情報の有形固定資産の記載を省

略しております。    

  

３．主要な顧客ごとの情報                           （単位:千円） 

     

前連結会計年度（自平成22年11月１日 至平成23年10月31日） 

 該当事項はありません。   

   

当連結会計年度（自平成23年11月１日 至平成24年10月31日） 

 該当事項はありません。   

   

前連結会計年度（自平成22年11月１日 至平成23年10月31日） 

 該当事項はありません。   

    

当連結会計年度（自平成23年11月１日 至平成24年10月31日） 

 該当事項はありません。   

    

前連結会計年度（自平成22年11月１日 至平成23年10月31日） 

 該当事項はありません。  

  

当連結会計年度（自平成23年11月１日 至平成24年10月31日） 

 該当事項はありません。  

  

日本 アジア その他 合計 

 12,257,166  1,422,309  1,008  13,680,484

 顧客の名称又は氏名 売上高  関連するセグメント情報  

ニチハ㈱   2,747,079 塗料事業 

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報
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（注）１．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

前連結会計年度（自平成22年11月１日 至平成23年10月31日）  

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自平成23年11月１日 至平成24年10月31日）  

 該当事項はありません。  

  

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成22年11月１日 
至 平成23年10月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年11月１日 
至 平成24年10月31日） 

１株当たり純資産額 円 銭1,628 24 １株当たり純資産額 円 銭1,683 71

１株当たり当期純利益金額 円 銭70 83 １株当たり当期純利益金額 円 銭67 62

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。 

  
前連結会計年度 

（自 平成22年11月１日 
至 平成23年10月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年11月１日 
至 平成24年10月31日） 

純資産の部の合計額（千円）  12,662,949  13,221,124

純資産の部の合計から控除する金額（千円）  737,655  889,720

普通株式に係る期末の純資産額（千円）  11,925,293  12,331,403

１株当たり純資産額の算定に用いられた期

末の普通株式の数（株） 
 7,324,018  7,323,953

  
前連結会計年度 

（自 平成22年11月１日 
至 平成23年10月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年11月１日 
至 平成24年10月31日） 

当期純利益（千円）  518,780  495,264

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（千円）  518,780  495,264

期中平均株式数（株）  7,324,018  7,323,974

（重要な後発事象）
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(1）役員の異動 

① 代表者の異動 

 該当事項はありません。 

② その他の役員の異動 

 該当事項はありません。  

  

(2）その他 

  販売実績 

 販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

５．その他

セグメントの名称 
当連結会計年度 

（自 平成23年11月１日 
至 平成24年10月31日） 

前年同期比（％） 

塗料事業（千円）  11,990,158 +9.5 

  金属用塗料（千円）  4,194,454 +5.5 

  木工建材用塗料（千円）  1,894,749 △8.1 

  無機建材用塗料（千円）  3,050,925 +9.7 

  その他（千円）  2,850,027 +33.9 

ファインケミカル事業（千円）  1,468,336 △23.7 

産業廃棄物収集運搬・処分事業（千円）  221,990 +24.0 

合計（千円）  13,680,484 +4.8 
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